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企
業
者
の
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術
水
準
維
持
義
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田

源

清

論説

一

は
　
し
　
が
　
き

　
新
し
い
技
術
革
命
の
時
代
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
進
歩
の
速
度
は
極
め
て
早
い
。
そ
の
発
明
の
産
業
利
用
も
迅
速
で
あ
る
。
蒸
気
機
関

が
発
明
さ
れ
て
、
蒸
気
機
関
車
と
し
て
実
用
化
す
る
ま
で
に
約
百
年
を
要
し
た
。
電
気
が
発
明
さ
れ
て
、
そ
の
実
用
化
ま
で
五
十
年
で
あ

っ
た
。
内
燃
機
関
の
発
明
か
ら
実
用
化
ま
で
約
三
十
年
か
か
っ
た
。
そ
し
て
真
空
管
が
発
明
さ
れ
て
、
そ
れ
が
ラ
ヂ
オ
そ
の
他
に
実
用
化

さ
れ
る
ま
で
約
十
五
年
を
要
し
た
の
に
、
最
近
の
太
陽
電
池
の
発
明
か
ら
、
そ
の
実
用
化
に
僅
か
に
一
力
年
を
要
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
わ
が
国
の
産
業
技
術
は
、
今
次
大
戦
の
終
戦
当
時
に
お
い
て
、
平
均
十
五
年
、
中
に
は
二
十
年
の
遅
れ
が
あ
っ
た
と
称
さ
れ
た
が
、
そ

の
技
術
の
遅
れ
を
、
急
速
に
埋
め
る
た
め
に
、
諸
外
国
の
特
許
、
又
は
そ
の
特
許
付
き
の
機
械
を
輸
入
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
結
果
、
著

し
い
技
術
の
向
上
を
示
し
、
遂
に
昨
年
な
ど
は
世
界
の
心
慮
と
な
っ
た
経
済
成
長
率
を
見
せ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
外
国
か
ら
の
輸
入
発

明
に
依
存
し
て
い
た
の
で
は
、
い
つ
ま
で
も
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
は
立
て
ず
、
永
久
に
そ
の
二
流
を
歩
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
け
だ

し
藷
外
国
は
、
常
に
必
ず
し
も
、
そ
の
最
新
鋭
の
も
の
を
輸
出
し
な
い
し
、
又
そ
れ
を
為
さ
な
い
こ
と
は
、
苛
烈
な
国
際
経
済
競
争
の
も

と
に
あ
る
限
り
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
そ
こ
で
政
府
で
も
、
こ
の
点
に
着
目
し
て
、
科
学
技
術
の
奨
励
の
た
め
に
、
国
立
の
研
究
所
を
次
か
ら
遵
え
と
創
設
し
、
他
方
急
速
且

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

っ
専
門
的
に
、
そ
の
強
力
な
技
術
行
政
を
遂
行
さ
す
た
め
に
、
三
一
年
に
「
科
学
技
術
庁
」
を
創
設
し
て
こ
れ
に
当
る
こ
と
に
な
り
、
他
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論説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

面
遅
れ
馳
せ
で
は
あ
る
が
、
理
科
系
学
生
の
急
速
且
つ
大
量
的
な
養
成
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
現
に
国
立
の
工
業
技
術
の
研
究
所
と
し
て
、
工
業
技
術
院
の
傘
下
に
十
一
の
国
立
研
究
所
が
あ
る
。
更
に
運
輸
省
関
係
一
、
郵
政
省
関
係
一
、
科

　
　
　
学
技
術
庁
関
係
二
、
別
に
原
子
力
研
究
所
と
理
科
学
研
究
所
と
い
う
特
殊
法
人
が
存
す
る
。

　
（
二
）
　
科
学
技
術
庁
は
、
三
一
年
三
月
三
一
日
法
律
四
九
号
「
科
学
技
街
庁
設
置
法
」
に
よ
り
、
同
年
五
月
創
設
さ
れ
、
「
科
学
技
術
の
振
興
を
図
り
、

　
　
　
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
科
学
技
術
に
関
す
る
行
政
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
、
そ
の
主
た
る
任
務
と
し
」
　
（
同
法
三
条
）
、
三

　
　
　
一
年
五
月
一
八
日
政
令
一
四
二
号
の
同
庁
組
織
令
で
、
長
官
官
房
に
総
務
課
、
会
計
課
。
企
画
調
整
局
に
企
画
課
、
調
整
課
、
業
務
課
。
原
子
力
局

　
　
　
に
政
策
課
、
原
子
力
調
査
課
、
管
理
課
、
助
成
課
、
ア
イ
ソ
ー
プ
課
。
資
源
局
に
計
画
課
、
資
源
統
計
課
。
調
査
普
及
局
に
調
査
普
及
課
、
発
明
奨

　
　
　
励
課
を
お
い
て
い
る
。
そ
し
て
各
局
に
科
学
調
査
官
を
お
き
、
又
顧
問
、
参
与
の
制
度
が
あ
り
、
別
に
科
学
技
術
会
議
（
三
四
年
法
四
号
同
会
議
設

　
　
　
置
法
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
従
来
の
特
許
局
を
三
〇
年
に
特
許
庁
に
昇
格
さ
せ
て
、
発
明
の
登
録
、
実
用
新
案
、
商
標
、
意
匠
な
ど
の
登

　
　
　
録
の
業
務
を
掌
轄
せ
し
め
て
い
る
。

　
（
三
）
　
理
科
系
学
生
の
大
量
養
成
の
た
め
、
先
ず
国
立
の
大
学
の
理
科
学
学
部
の
増
設
、
定
員
増
加
な
ど
の
措
置
を
三
二
年
度
か
ら
急
速
に
進
め
つ
つ
あ

　
　
　
る
。

　
し
か
し
真
の
実
力
あ
る
技
術
の
向
上
は
、
こ
う
し
た
官
製
の
も
の
で
は
な
く
、
民
間
人
の
、
そ
し
て
無
数
の
民
間
企
業
の
真
剣
な
自
己

努
力
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
到
底
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
　
こ
の
意
味
で
は
、
わ
が
国
の
民
間
企
業
は
、
自
ら
技
術
者
の
育
成
に
、

そ
し
て
研
究
発
明
家
を
は
ぐ
く
む
努
力
に
乏
し
く
、
徒
ら
に
国
家
援
助
、
国
家
養
成
に
依
存
し
過
ぎ
て
い
る
態
度
は
、
全
く
不
心
得
と
断

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
極
く
最
近
は
、
僅
か
の
企
業
体
で
、
こ
の
こ
と
を
痛
感
し
、
そ
の
技
術
研
究
陣
の
強
化
に
力
を
注
ぎ
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
世
界
の
産
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
発
明
を
出
し
初
め
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
未
だ
多
く
の
、
し
か
も
わ
が
国
の

代
表
的
企
業
が
、
外
国
の
有
名
会
社
と
技
術
提
携
を
し
て
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
広
告
し
、
宣
伝
し
て
い
る
実
情
、
そ
し
て
そ
う
し
た
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会
社
の
製
品
又
は
輸
入
品
を
愛
用
す
る
気
風
が
、
国
民
一
般
に
強
い
事
実
は
猛
省
の
要
が
あ
る
。
メ
ー
カ
は
、
国
産
技
術
を
誇
り
と
し
、

　
国
民
ま
た
国
産
技
術
の
所
産
に
、
自
信
と
愛
情
を
持
つ
時
期
の
到
来
の
、
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
言
う
は
安
く
、
行
う
は
な
か
な
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
家
苦
土
ハ
団
体
と
共
に
、
企
業
体
も
、
一
体
と

　
　
な
っ
て
緊
密
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
研
究
発
明
に
も
っ
と
惜
し
み
無
し
の
投
資
を
敢
行
す
べ
き
で
あ
る
。
科
学
技
術
庁
の
調
査
で

　
　
は
、
　
一
九
五
六
年
に
は
、
米
国
は
三
兆
二
千
四
百
億
円
（
国
民
所
得
の
二
・
六
％
）
を
、
　
ソ
連
は
一
兆
二
千
四
百
億
円
（
国
民
所
得
の

　
　
二
・
五
％
）
、
英
国
は
三
千
二
百
億
円
（
国
民
所
得
の
二
％
）
、
西
独
は
一
九
五
四
年
度
に
一
千
一
百
億
円
（
国
民
所
得
の
一
％
）
を
技

　
術
調
査
研
究
費
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
に
対
し
て
、
わ
が
日
本
は
一
九
五
六
年
度
で
、
，
四
百
七
十
五
億
円
（
国
民
所
得
の
僅
か
に
○
・
七

　
％
）
を
使
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
木
に
よ
っ
て
魚
を
求
む
る
の
類
と
称
さ
ざ
る
を
得
な

　
　
い
。
民
間
企
業
に
、
そ
の
収
益
の
一
定
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
そ
の
鼓
術
研
究
費
に
注
ぐ
こ
と
を
、
各
産
業
別
の
特
別
法
で
規
制
す
る
位
の
英

　
　
断
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
発
明
家
の
養
成
と
、
そ
の
研
究
援
助
に
抜
本
的
対
策
を
講
ず
べ
き
で
、
現
在
の
如
く
、

　
　
折
角
の
発
明
の
大
部
分
が
、
産
業
応
用
の
た
め
の
実
験
も
さ
れ
ず
、
安
直
に
且
つ
確
実
に
と
い
う
こ
と
で
、
外
国
パ
テ
ン
ト
の
輸
入
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
　
を
許
容
し
て
い
る
態
度
は
、
一
刻
も
早
く
矯
正
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
四
）
　
こ
の
日
本
の
発
明
特
許
の
不
利
用
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
特
許
法
と
技
術
進
歩
」
企
業
会
計
一
二
巻
七
号
一
五
二
頁
、
　
「
理
外
の
法
」
第

　
　
　
　
　
九
講
参
照
。

　
　
　
し
か
し
、
　
一
国
の
産
業
技
術
の
向
上
の
問
題
は
、
発
明
特
許
と
い
う
よ
う
な
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
問
題
の
み
で
は
な
く
、
も
っ
と
低
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

　
　
の
「
実
用
新
案
」
の
将
励
も
不
可
欠
で
あ
り
、
更
に
一
般
披
術
者
、
そ
し
て
労
働
者
一
般
の
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
、
一
緒
に
図
る
の
で

説　
　
な
け
れ
ば
、
本
物
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
、
三
二
年
に
「
技
術
士
」
の
制
度
を
創
設
し
、
更
に
終
戦
後
著
し
く
各
方
面
に

論　
　
亘
る
技
術
免
許
制
度
も
施
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
そ
の
分
野
の
技
術
の
向
上
と
危
険
防
止
そ
の
他
を
目
的
と
し
て
う
た
っ
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論説

て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
徒
ら
に
既
存
の
技
術
従
事
者
に
ギ
ル
ド
的
特
権
を
与
え
て
、
却
っ
て
広
汎
な
技
術
向
上
を
停
滞
さ
せ
る
嫌
い
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
も
の
も
少
く
な
い
事
実
を
指
摘
し
て
、
反
省
を
促
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
五
）
　
三
四
年
制
定
の
「
実
用
新
案
法
」
で
は
、
そ
の
保
護
の
対
象
と
し
て
の
「
考
案
」
は
、
新
特
許
法
の
「
発
明
」
と
同
じ
く
、
　
「
自
然
法
則
を
利
用

　
　
　
し
た
技
術
的
思
想
の
創
作
」
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
高
度
の
も
の
が
、
　
「
発
明
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
許
法
で
、
特
許
権
と
し
て
保
護
さ
れ
、
そ
う

　
　
　
で
な
い
も
の
が
、
こ
の
実
用
新
案
法
で
、
　
「
実
用
新
案
権
」
と
し
て
保
護
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
（
六
）
　
こ
の
技
術
免
許
制
度
の
批
判
は
、
拙
稿
「
技
術
統
制
の
法
的
特
質
」
経
済
法
二
号
一
六
頁
以
下
、
　
「
技
術
に
対
す
る
法
的
統
制
」
法
政
研
究
二
五

　
　
　
巻
二
一
四
合
併
号
＝
八
頁
以
下
、
　
「
技
術
免
許
の
氾
ら
ん
」
企
業
会
計
一
二
巻
一
号
（
三
五
年
一
月
号
）
一
七
六
頁
参
照
。

　
し
か
し
、
わ
が
国
も
、
実
は
そ
の
産
業
技
術
の
向
上
と
改
善
の
た
め
の
法
的
努
力
は
、
前
記
の
如
く
、
今
次
大
戦
後
に
初
め
て
行
い
初

あ
た
も
の
で
は
な
く
、
実
は
明
治
中
期
か
ら
種
々
の
形
で
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
わ
が
国
に
つ
い
て
、
明

治
期
以
後
、
法
規
整
の
面
に
現
わ
れ
た
努
力
の
跡
を
吟
味
検
討
し
、
当
面
の
事
態
に
対
し
、
い
か
に
処
す
べ
き
か
を
考
え
た
い
の
で
あ
る

が
、
　
そ
の
努
力
の
最
近
の
法
形
式
と
し
て
注
目
す
べ
き
、
技
術
水
準
の
維
持
義
務
の
明
定
に
至
る
過
程
を
中
心
に
吟
味
す
る
こ
と
と
す

る
Q

二

粗
悪
品
追
放
の
努
力

　
わ
が
国
に
お
け
る
生
産
技
術
の
規
制
は
、
先
ず
粗
悪
品
の
追
放
の
努
力
と
し
て
現
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
慶
応
四
年
に
、
葉
の
髪
窃
の
制
肘
と
な
．
て
い
た
株
仲
間
の
制
度
の
廃
止
が
行
わ
れ
（
太
政
官
布
告
「
商
法
大
意
」
）
、
次
い
で
明

治
四
年
及
び
五
年
に
亘
っ
て
士
農
工
商
の
職
業
世
襲
制
の
廃
棄
が
敢
行
さ
れ
、
工
業
生
産
は
自
由
に
な
り
、
勝
手
次
第
の
生
産
活
動
に
よ

っ
て
、
永
年
の
伝
統
を
持
つ
製
品
に
粗
悪
品
が
濫
造
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
、
従
来
の
伝
統
を
守
っ
て
来
た
人
々
に
よ
っ
て
、
同
業
組
合
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が
結
成
さ
れ
、
そ
の
製
品
の
信
用
と
伝
統
を
維
持
す
る
自
粛
機
構
と
し
た
。
そ
れ
が
明
治
一
〇
年
前
後
か
ら
任
意
団
体
と
し
て
結
成
さ
れ

　
　
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
法
規
整
し
よ
う
と
し
て
、
モ
年
に
周
流
組
合
準
則
L
（
同
年
一
一
．
月
、
農
商
務
省
達
三
七
号
）
を
制
定
し
た
こ
と
に
初
ま
る
．
し

　
　
か
し
、
こ
の
同
業
組
合
で
は
、
ま
だ
製
品
の
検
査
ま
で
を
行
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
の
開
国
、
そ
し
て
外
国
船
の
渡
来
が
頻
繁
と
な
り
、
貿
易
も
活
海
と
な
る
に
及
ぶ
と
、
わ
が
国
の
産
物
を
珍
ら
し

　
　
い
と
し
て
、
輸
出
ブ
ー
ム
を
招
来
し
た
が
、
こ
の
状
勢
に
乗
っ
て
、
不
正
又
は
粗
悪
商
品
を
輸
出
す
る
も
の
が
現
わ
れ
、
国
際
信
用
を
著

　
　
し
く
落
す
も
の
も
少
く
な
い
講
に
対
処
す
る
た
め
、
政
府
は
明
治
三
〇
年
に
「
頭
付
轡
悪
業
組
合
法
」
（
同
年
四
月
法
四
七
号
）
を
制
定
し
て

　
　
法
的
根
拠
に
よ
る
輸
出
品
か
ら
の
粗
悪
品
追
放
の
措
置
に
出
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
粗
悪
品
の
製
造
販
売
の
許
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
単
に
輸
出
品
だ
け
で
は
な
く
、
国
内
に
販
売
さ
れ
る
製
品
に
つ
い
て
も

　
　
同
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、
こ
の
強
制
検
査
の
制
度
を
、
輸
出
用
、
国
内
用
を
問
わ
ず
、
苛
も
重
要
物
産
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

　
　
拡
大
す
る
た
め
の
立
法
と
し
て
、
明
治
三
三
年
に
「
墨
物
産
同
業
組
A
・
法
」
（
同
年
三
月
法
三
五
号
）
を
制
定
し
て
、
前
記
法
律
に
代
位
さ
せ
た
の

　
　
で
あ
る
。
・
す
な
わ
ち
本
法
四
条
は
、
業
者
の
強
制
加
入
制
度
を
確
立
し
、
一
〇
条
で
は
そ
の
製
品
に
つ
き
、
同
業
組
合
に
よ
る
検
査
制
度

　
　
を
定
め
、
組
合
統
制
と
し
て
、
こ
れ
を
過
怠
金
を
も
っ
て
、
間
接
強
制
を
行
い
得
る
権
限
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
輸
出
品
の
検
査
制
度
を
、
国
内
重
．
要
物
産
に
つ
い
て
拡
大
し
て
、
そ
の
粗
悪
品
の
製
造
防
圧
を
行
っ
て
来
た
が
、

　
　
そ
の
間
、
日
露
戦
争
が
あ
り
、
わ
が
国
の
貿
易
の
消
長
が
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
第
一
次
大
戦
中
に
、
火
事
泥
的
に
、
世
界
市
場
に
ひ
ろ

　
　
く
進
出
し
た
わ
が
製
品
も
、
終
戦
、
そ
し
て
諸
国
の
平
和
産
業
へ
の
復
帰
に
よ
っ
て
激
し
い
競
争
を
受
け
、
除
々
に
一
旦
獲
得
し
た
市
場

　
　
を
奪
回
さ
れ
初
め
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
正
面
か
ら
品
質
に
よ
る
国
際
競
争
の
必
要
性
が
強
く
な
り
、
従
来
の
如
き
同
業
組
合
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

説　
　
る
民
間
検
査
機
構
で
は
、
不
十
分
と
し
て
、
政
府
自
体
が
輸
出
商
品
の
取
締
に
乗
り
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
大
正
八
年
の
輸
出

払
、
綿
務
取
締
規
則
を
初
め
と
し
・
輸
出
獣
誕
刷
義
民
規
則
（
大
正
一
〇
年
八
月
）
、
輸
出
タ
ラ
バ
灘
詰
取
魏
則
（
♂
越
年
）
・
輸
出
柑
橘
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謦
�
K
則
（
・
百
＝
二
年
＝
月
）
、
輸
出
生
糸
馨
法
（
豊
年
）
、
輸
出
人
造
真
急
呈
則
（
塩
年
）
、
輸
出
絹
織
物
取
締
法
（
輔
諮
）
、
輸
出

翻
蟹
か
ん
叢
魏
則
（
同
八
年
六
月
）
、
葉
産
物
取
締
法
（
覗
年
）
、
輸
出
毛
織
物
取
締
法
（
鰐
）
、
な
ど
の
各
個
別
的
叢
馨
の

　
　
外
に
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
、
昭
和
三
年
に
重
要
輸
出
品
取
締
規
則
を
制
定
し
た
が
、
そ
れ
を
一
層
強
化
し
た
も
の
が
、
昭
和
一
　
年

　
　
五
月
の
「
墨
輸
出
品
取
締
法
」
（
％
）
で
あ
．
た
。

　
　
　
し
か
し
て
、
今
次
大
戦
の
終
了
後
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
輸
出
入
は
凡
て
占
領
軍
管
理
下
に
お
か
れ
た
が
、
や
が
て
わ
が
国
民
経
済

　
組
織
の
維
持
に
は
、
ど
う
し
て
も
輸
出
振
興
を
不
可
避
と
し
、
更
に
は
外
貨
獲
得
に
狂
奔
す
る
の
あ
ま
り
、
再
び
以
前
の
よ
う
な
不
正
商

　
　
品
の
輸
出
を
行
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
重
大
な
国
際
信
用
上
の
問
題
と
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
昭
和
二
三
年
七
月
＝
一
日
法
律
一

　
　
五
三
号
を
も
っ
て
「
輸
出
品
取
締
法
」
を
制
定
し
た
。
す
な
わ
ち
同
法
は
「
輸
出
貿
易
の
健
全
な
発
達
を
期
す
る
た
め
、
輸
出
品
の
声
価

　　

ﾌ
向
上
及
び
品
質
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
（
洞
鰍
）
も
の
で
、
そ
の
た
め
主
事
臣
は
、
品
質
の
識
別
上
必
要
あ
る
も
の
に

　
　
う
い
て
、
輸
出
品
の
等
糎
標
準
及
び
条
件
な
ど
を
表
示
す
る
様
式
を
定
め
る
も
の
と
し
（
同
法
三
条
）
、
又
そ
の
品
質
に
関
す
る
最
低
標
準
、

　　

?
装
条
件
な
ど
も
定
め
得
る
と
し
て
い
た
（
同
法
四
条
）
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
品
質
な
ど
の
指
定
商
品
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
示
の
な
い
も
の

　
　
の
輸
出
を
禁
止
し
（
同
法
⊥
ハ
条
）
、
そ
の
環
の
た
め
の
馨
、
報
告
徴
収
の
権
も
定
め
る
も
の
で
あ
．
た
（
墓
。

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
同
法
で
は
、
そ
の
検
査
は
、
い
わ
ゆ
る
自
家
検
査
を
建
前
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
ら
、
業
者
の
中
に
は
、
こ
分
信
頼
を
裏

　
　
切
る
者
も
現
わ
れ
た
の
で
、
昭
和
三
二
年
五
月
二
日
法
律
九
七
号
「
輸
出
検
査
法
」
で
、
同
法
を
廃
止
代
置
し
、
強
制
検
査
を
原
則
と
す

　
　
る
も
の
に
変
更
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
法
で
は
　
日
政
令
で
指
定
す
る
貨
物
な
ど
は
、
政
府
機
関
又
は
指
定
検
査
機
関
の
検

　
　
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
輸
出
で
き
な
い
も
の
と
し
（
ヨ
翻
）
、
口
出
に
必
要
あ
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
輸
出
馨
前
に
、
そ
の
材
料
又
は
製

　
　
二
野
の
馨
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
同
法
四
条
）
。
し
か
し
、
な
お
馨
の
特
例
と
し
て
自
己
吊
出
曾
家
検

　
　
査
）
を
存
続
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
雛
一
）
。
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論説

　
し
か
し
一
般
の
国
内
品
に
つ
い
て
の
粗
悪
品
の
追
放
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
重
要
物
産
同
業
組
合
法
に
よ
る
同
業
組
合
の
存
続
に
も
拘

ら
ず
、
初
期
の
製
品
検
査
よ
り
は
、
業
者
利
益
擁
護
の
カ
ル
テ
ル
的
存
在
と
化
し
て
、
そ
の
実
を
挙
げ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
又
大
正
一

四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
重
要
輸
出
品
工
業
組
合
法
」
も
、
昭
和
六
年
の
改
正
で
、
そ
の
名
称
も
「
工
業
組
合
法
」
と
な
る
に
吸
ん
で
、
協

同
事
業
を
主
と
す
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
後
八
年
、
一
二
年
、
一
四
年
の
改
正
を
経
て
、
統
制
事
業
を
主
に
す
る
も
の
と
変
質
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
統
制
目
的
は
、
国
防
的
生
産
を
志
向
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
こ
に
言
う
粗
悪
品
追
放
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
っ

た
。
更
に
は
国
家
総
動
員
法
国
天
条
に
も
と
つ
く
勅
△
p
「
雪
意
団
体
令
」
（
雲
斗
令
）
に
よ
る
統
製
も
天
年
の
「
璽

組
A
・
法
」
（
同
年
法
五
三
号
）
に
よ
る
統
制
組
合
も
同
様
で
あ
．
た
．

　
た
だ
国
内
品
の
中
、
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
製
品
の
性
質
上
、
日
本
薬
局
方
登
載
の
一
定
規
格
の
成
分
構
成
を
保
有
す
る
こ
と
の

強
制
が
存
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
化
学
肥
料
、
農
薬
な
ど
の
分
野
に
つ
い
て
も
、
製
品
規
格
の
保
持
の
強
制
が
現
わ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
だ
け
は
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
以
上
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
わ
が
国
の
粗
悪
品
取
締
は
、
主
と
し
て
輸
出
品
を
中
心
に
行
わ
れ
た
の
み
で
、
国
内
消
費
の
製

品
に
対
す
る
そ
れ
は
、
極
め
て
少
数
の
特
殊
の
生
産
品
に
限
定
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
断
じ
得
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
期
に
お

い
て
は
、
国
内
の
消
費
者
保
護
の
政
策
は
、
未
だ
目
立
っ
た
動
き
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
現
わ
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
（
一
）
　
こ
の
医
薬
品
並
び
に
農
薬
、
化
学
薬
品
な
ど
の
規
格
、
品
質
の
正
確
保
持
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
技
術
に
対
す
る
法
的
統
制
」
法
政
研
究
二
五
巻

　
　
　
二
一
四
合
併
号
一
一
二
頁
以
下
参
照
。

三

標
　
準
　
化
　
規
　
制

次
に
わ
が
国
に
お
け
る
技
術
水
準
の
向
上
へ
の
法
律
制
度
的
努
力
は
、
製
品
の
標
準
化
運
動
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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論説
　
こ
れ
は
一
つ
に
は
広
義
の
国
防
経
済
に
お
い
て
、
更
に
戦
時
経
済
に
お
い
て
、
そ
の
保
有
す
る
原
材
料
の
合
理
的
、
目
的
重
点
的
な
使

用
と
い
う
点
か
ら
、
そ
の
標
準
製
品
化
の
努
力
が
、
生
産
力
増
強
の
要
請
と
結
び
つ
い
て
現
わ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
意
味
の
も

の
は
、
そ
の
お
か
れ
た
経
済
的
環
境
を
同
じ
く
し
た
独
逸
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
ナ
チ
ス
政
権
樹
立
以
後
の
時
期
に
著
し
か
っ
た
。
そ

し
て
全
く
異
な
っ
た
意
味
で
、
ソ
連
や
中
共
の
如
き
、
社
会
主
義
又
は
共
産
主
義
経
済
の
下
に
、
計
画
経
済
を
遂
行
す
る
諸
国
に
お
い
て

も
現
わ
れ
る
規
制
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
総
力
戦
、
特
に
航
空
機
と
い
う
消
耗
品
戦
争
の
下
に
お
い
て
は
、
そ
の
航
空
機
生
産
の
綜
合
工
業
性
か
ら

の
、
部
分
品
標
準
化
な
ど
の
要
請
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
独
の
み
で
は
な
く
、
英
、
仏
な
ど
に
お
い
て
も
、
更
に

原
材
料
物
資
に
恵
ま
れ
て
い
る
米
国
に
お
い
て
も
言
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
戦
時
中
の
も
の
で
、
こ
の
意
義
を
持
つ
規
制
を
し
た
も
の
の
著
し
い
も
の
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
揮
発
油
ア
ル
コ
ー
ル
混
用
法

（
詑
肝
法
）
、
米
穀
韓
制
限
令
（
勅
鐸
仁
朋
、
）
、
更
に
輸
出
入
品
等
臨
時
謹
法
（
洗
蛋
肋
尺
）
に
も
と
つ
く
、
棉
ス
フ
混
用

規
則
、
毛
製
品
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
な
ど
が
、
こ
の
著
例
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
わ
が
国
に
つ
い
て
は
、
終
戦
後
に
お
い
て
も
、
敗
戦
の
混
乱
の
上
に
、
そ
し
て
国
内
工
場
そ
の
他
の
生
産
設
備
の
戦
災
に
よ

る
生
産
力
低
下
の
た
め
、
国
民
の
生
活
物
資
の
不
足
が
著
し
く
、
配
給
統
制
を
不
可
欠
と
し
た
た
め
、
戦
時
中
と
同
様
の
理
由
に
よ
る
規

格
統
制
を
不
可
欠
と
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
趣
旨
の
統
制
は
、
漸
く
不
要
化
し
た
時
期
に
、
改
め
て
、
戦
時
中
の
技
術
交
流
の
杜
絶
か
ら
来
て
い
た
生
産
技
術
上
の

著
し
い
お
く
れ
が
痛
く
現
わ
れ
、
重
要
原
材
料
を
輸
入
す
る
た
め
の
国
際
資
金
を
獲
得
す
る
必
要
性
に
も
拘
ら
ず
、
国
際
商
品
と
し
て
輸

出
伸
長
を
期
す
る
製
品
を
創
り
得
な
い
状
態
に
嘉
し
、
昭
和
二
岸
に
三
業
標
準
化
法
L
（
同
年
法
一
八
五
号
）
を
制
定
し
て
、
工
業
標
準
の

制
定
に
よ
っ
て
、
　
「
鉱
工
品
の
品
質
の
改
善
、
生
産
能
率
の
増
進
そ
の
他
生
産
の
嘉
詩
化
、
取
引
の
単
純
公
正
化
及
び
使
用
又
は
消
費
の
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A
・
理
化
を
図
る
L
（
一
条
）
こ
と
に
し
て
、
呆
工
業
標
準
調
査
会
の
議
決
を
経
て
、
工
業
標
準
を
制
定
し
（
乞
、
又
、
改
正
廃
止
も
し

　
（
一
四
条
）
、
そ
の
規
蟷
合
の
も
の
に
こ
の
表
示
を
（
完
工
兆
窺
格
）
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
（
六
九
）
。

　
　
　
た
だ
、
戦
後
の
化
学
繊
維
の
著
し
い
発
展
に
伴
い
、
　
「
繊
維
製
品
。
品
質
の
正
し
い
表
示
の
実
施
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
消
費

　
　
者
の
華
華
目
的
と
し
三
、
繊
維
製
品
品
裏
示
法
（
三
〇
年
法
一
六
六
号
）
が
制
定
さ
れ
、
生
必
的
製
品
に
つ
い
て
、
品
質
奈
を
強
制
す
る

　
　
に
至
っ
た
こ
と
は
、
重
要
な
法
規
制
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
又
一
般
に
、
わ
が
国
の
企
業
の
合
子
化
を
促
進
さ
す
た
め
の
法
的
措
置
と
し
て
制
定
さ
れ
た
昭
和
二
七
年
の
「
企
業
合
理
化
促
進
法
」

　
　
（
同
年
法
五
号
）
も
、
こ
の
高
へ
の
蓬
を
為
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
更
に
特
に
急
速
に
そ
の
技
術
進
行
を
促
進
す
べ
き
必
要
の
著
し
い
分
野
に
つ
い
て
の
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
り
、
三
一
年
に

　　

u
機
工
業
振
興
臨
時
謹
法
」
（
躍
聾
、
そ
し
て
三
二
年
に
「
電
子
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
」
（
難
業
を
制
定
す
る
に
至
っ

　
　
た
が
、
例
え
ば
前
鑑
お
い
て
は
、
そ
の
振
興
の
た
め
の
謹
と
し
て
星
羅
術
向
上
の
た
め
の
基
準
の
公
表
L
（
同
法
一
二
条
）
の
制
度
を

　
　
お
く
如
き
こ
の
著
例
と
言
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
，
又
前
項
に
お
い
て
述
べ
た
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
輸
出
品
の
検
査
を
強
行
す
る
た
め
に
、
三
二
年
に
従
前
の
輸
出
品
取
締
法
に
代
え
て

　
　
制
定
さ
れ
た
「
輸
出
検
査
法
」
も
、
こ
の
標
準
化
に
よ
る
品
質
確
保
の
た
め
の
規
制
を
、
そ
の
重
要
な
規
制
の
一
と
し
て
加
え
て
い
る
こ

　
　
と
も
附
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
な
お
、
高
度
の
技
術
機
械
、
大
容
量
の
機
械
施
設
の
安
全
確
保
の
た
め
の
標
準
化
、
更
に
そ
の
安
全
規
格
の
た
め
の
検
査
制
の
確
立
も

　
　
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
は
勿
論
、
家
庭
用
の
電
気
器
具
な
ど
の
検
査
制
も
、
極
め
て
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
又
周
知
の
と
こ
ろ

説
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
に
属
し
よ
う
。

論　
　
　
そ
し
て
、
高
度
の
技
術
操
作
に
伴
う
安
全
確
保
と
能
率
増
進
の
た
め
に
、
極
め
て
多
く
の
分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
従
事
す
る
人
の
技
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術
免
許
制
が
、
多
く
且
つ
細
分
専
門
化
し
て
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
こ
の
要
請
へ
の
間
接
的
な
裏
付
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

も
の
と
見
得
る
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
，
こ
の
如
き
機
械
、
器
具
に
対
し
て
の
検
査
制
に
よ
る
規
制
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
前
掲
、
法
政
研
究
二
五
巻
ニ
ー
四
合
併
号
＝
二
頁
以

　
　
　
下
参
照
。

　
（
二
）
　
戦
後
著
し
く
制
定
創
設
さ
れ
た
技
術
免
許
制
度
の
実
情
と
批
判
は
、
拙
稿
、
前
掲
一
一
八
頁
以
下
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
譲
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
高
度
技
術
水
準
の
維
持
の
義
務
化

　
わ
が
国
の
技
術
水
準
の
一
般
的
な
お
く
れ
を
取
戻
さ
す
た
め
に
は
、
特
別
業
法
を
制
定
し
て
、
そ
の
企
業
を
国
家
援
助
す
る
こ
と
も
や

む
を
得
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
極
め
て
少
数
の
企
業
の
み
の
創
設
を
認
め
、
そ
の
反
面
、
そ
の
特
権
企
業
者
に
、
正
面
か
ら
一
定
の
国
際

的
技
術
水
準
の
維
持
を
、
不
断
に
行
う
べ
き
こ
と
を
義
務
付
け
る
動
向
を
発
見
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
最
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ

ろ
毛

す
な
わ
ち
、
昭
和
二
尊
の
「
火
難
取
締
法
」
（
同
年
法
一
四
九
号
）
の
第
九
条
が
、
そ
の
製
造
施
設
及
び
製
造
方
法
に
つ
い
三
定
の
技
術

上
の
基
準
の
維
持
を
強
制
し
、
又
二
六
年
半
「
高
圧
が
最
締
法
」
笹
書
號
二
）
第
＝
条
及
び
第
三
条
も
、
同
趣
旨
窺
下
し
た
こ

と
に
始
ま
る
が
、
未
だ
こ
の
両
法
の
場
合
は
、
そ
の
危
険
物
た
る
と
こ
ろ
が
ら
、
操
業
過
程
に
お
け
る
安
全
性
確
保
の
た
め
の
一
定
の
技

術
水
準
の
維
持
を
業
す
る
面
が
強
い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
二
七
年
の
「
航
空
卑
下
法
」
へ
奨
学
一
）
第
二
条
ノ
九
、
更
に
二
八
年

の
武
器
等
製
造
法
L
（
同
年
法
一
匹
五
号
）
究
条
一
項
に
至
る
と
、
明
白
に
前
記
の
如
き
国
際
的
な
技
術
水
準
の
維
持
霧
務
化
し
た
も
の
と

見
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
航
空
機
製
造
法
第
二
条
ノ
九
第
二
項
は
、
主
務
大
臣
に
そ
の
水
準
以
下
の
特
定
設
備
を
修
理
し
、
又
は
改
造
す

べ
き
こ
と
を
零
し
得
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
．
又
二
葦
の
「
造
船
法
」
（
㌍
二
）
八
条
も
、
主
務
大
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臣
に
、
技
術
に
対
す
る
勧
告
権
を
塞
て
い
る
点
も
、
他
の
無
法
に
お
け
る
妻
改
善
零
の
権
と
は
（
例
え
ば
v
道
路
運
送
法
三
三
条
、
海
上
運
送
法
一
九
条
な
ど
参
照
）

異
質
的
な
も
の
と
見
得
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
こ
れ
等
の
も
の
も
、
設
置
時
又
は
許
可
時
の
技
術
水
準
の
維
持
を
義
務
づ
け
た
に
止
ま

り
、
不
断
の
国
際
水
準
の
進
歩
に
追
随
す
る
こ
と
ま
で
も
義
務
化
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
技
術
の
国
際
的
水
準
の
維
持
の
要
請
は
、
三
四
年
制
定
の
新
「
特
許
法
」
に
よ
る
発
明
の
特
許
登
録
に
際
し
て
、
わ
が
国

の
み
で
は
な
く
、
世
界
各
国
に
お
け
る
そ
れ
を
も
審
査
し
た
上
で
、
初
め
て
特
許
権
設
定
を
認
め
る
こ
と
と
改
正
し
た
こ
と
も
、
時
宣
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
タ
セ
　
ま
　
　
つ
し
み
に
ノ

得
た
改
正
と
す
べ
き
も
の
と
信
じ
た
い
戸
↓
嘱
ヨ
号
豹
駕
㌔
。

　
そ
し
て
、
更
に
前
項
に
指
摘
し
た
高
度
の
技
術
免
許
制
の
拡
充
も
、
こ
の
裏
打
と
し
て
役
立
つ
こ
と
を
附
記
干
た
い
。

　
（
一
）
　
こ
の
新
し
い
立
法
的
動
向
に
つ
い
て
の
指
摘
は
、
拙
稿
、
前
掲
、
法
政
研
究
二
五
巻
ニ
ー
四
合
前
号
一
一
四
頁
以
下
、
同
上
、
経
済
法
二
号
一
五

　
　
　
頁
以
下
に
既
に
行
っ
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
q

五

む

す

び

　
　
　
以
上
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
産
業
技
術
水
準
の
向
上
の
た
め
に
、
明
治
以
来
と
ら
れ
て
き
た
法
的
措
置
を
分
折
し
、
吟
味
し
て
、
そ
の

　
　
動
き
を
跡
づ
け
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
新
し
い
動
き
と
し
て
の
、
技
術
水
準
維
持
の
義
務
化
も
、
単
な
る
歌
い
文
句
と
化
さ
せ
て

　
　
は
意
味
が
な
い
。
と
り
わ
け
競
争
企
業
者
の
創
設
を
抑
え
る
た
め
の
マ
ジ
ナ
イ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
そ
れ
に
は
、
強
力
な
技
術
査
察
制
度
が
確
立
さ
れ
て
、
業
者
の
技
術
向
上
の
努
力
の
怠
慢
を
不
断
に
督
励
す
る
制
度
が
緊
要
で
あ
り
、
更

　
　
に
で
き
れ
ば
、
一
定
の
重
要
産
業
分
野
の
企
業
に
は
、
そ
の
企
業
収
益
の
一
定
パ
；
セ
ン
テ
イ
ジ
を
、
そ
の
技
術
研
究
費
に
注
入
す
る
こ

説　
　
と
を
、
法
を
も
っ
て
義
務
づ
け
る
位
の
強
力
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
企
業
収
益
処
分
の
利
益
に

論　
　
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
上
、
全
額
免
税
の
扱
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
と
共
に
、
わ
が
国
の
発
明
奨
励
、
更
に
発
明
家
の
育
成
と
、
そ
の
援
助
に
思
い
切
っ
た
措
置
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
そ
の

特
許
を
受
け
た
発
明
の
実
用
化
を
、
実
験
し
、
改
善
工
夫
す
る
た
め
の
試
験
工
場
を
国
家
及
び
府
県
が
維
持
経
営
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

　
ハ
　
　

ろ
う
。
他
面
そ
の
発
明
者
の
生
活
を
保
障
し
、
次
の
発
明
に
専
念
さ
す
た
め
に
、
一
定
の
審
査
機
関
に
よ
っ
て
、
査
定
し
た
一
時
報
賞
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
つ

の
支
給
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

蚤
罪
し
た
三
二
年
の
援
術
士
法
L
（
同
年
法
二
匹
号
）
の
響
制
度
の
拡
充
と
共
に
、
蕨
的
姦
丁
銀
遇
の
途
を
講
じ
、
と
り
わ
け

若
い
技
術
陣
の
大
幅
な
養
成
の
た
め
に
重
点
を
注
ぐ
べ
き
こ
と
を
痛
感
す
る
が
、
最
近
の
わ
が
国
の
技
術
的
企
業
に
一
流
行
と
な
っ
て
い

る
取
締
役
員
に
抜
術
者
を
支
量
的
に
入
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
技
術
噂
重
と
考
え
て
い
る
如
き
愚
は
、
断
然
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
信
ず

る
。
取
締
役
は
、
会
社
の
商
業
的
、
経
営
的
才
能
を
主
と
す
べ
き
も
の
で
、
技
術
の
問
題
は
、
生
産
行
程
の
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

高
度
の
技
術
革
新
蒔
、
代
に
お
け
る
濫
僧
に
は
、
専
門
技
術
面
か
ら
の
見
通
し
も
、
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
少
数
の
懸
盤
陣
を
取
締
役
員
に

送
り
、
取
締
役
会
の
運
営
に
常
時
こ
の
而
を
考
慮
せ
し
め
る
こ
と
は
必
．
要
で
あ
る
が
、
そ
の
取
締
役
員
の
大
半
を
扱
術
者
を
も
っ
て
、
う

め
て
い
る
企
業
に
猟
省
を
促
し
た
い
。

　
（
一
）
　
こ
の
目
的
で
、
既
に
昭
和
二
一
一
．
年
法
二
〇
七
号
「
工
業
技
術
院
設
置
法
」
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
全
国
に
僅
か
に
七
カ
所
の
も
の
が
、
工
業
生
産

　
　
　
関
．
係
と
し
て
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
鼓
身
上
の
お
く
れ
を
取
灰
す
た
め
に
、
異
常
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
ソ
連
で
は
、
こ
の
方
向
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
も
戦
争
中
、

　
　
　
特
許
権
又
は
実
用
新
案
権
を
、
総
動
員
業
務
を
行
う
者
の
た
め
に
公
開
制
を
採
用
し
た
こ
と
が
あ
る
（
国
家
総
動
員
法
一
四
条
）
。
そ
の
補
償
制
度

　
　
　
も
用
意
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
（
同
法
二
七
条
）
。
　
尚
、
原
子
力
基
本
法
一
七
条
は
、
原
子
力
に
関
す
る
発
明
に
つ
き
、
特
別
措
置
を
定

　
　
　
め
、
同
法
一
九
条
に
奨
励
金
又
は
賞
金
を
与
え
得
る
も
の
と
し
て
い
る
。
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